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第 1 章 問題と目的 
第 1 節 はじめに 






第 3 節 本研究の目的と課題の設定 
第 2 章 実験的検討 






5． 実験 1 のまとめ 






5． 実験 2 のまとめ 








5． 実験 3 のまとめ 
第 3 章 総合考察 
第 1 節 実験 1～3 のまとめ 
第 2 節 実験 1～3 の総合考察 
第 3 節 本研究の意義と教育的示唆 































は子音と母音で 1 つの音節を作ることが多く，たいていの場合は 1 つの仮名に対応して
いる。たとえば [ka] は「カ」，[te] は「テ」というようになる。一方で，たとえば「学
校」の発音の[gak]と [koː] はそれぞれが長音節になっている 2 音節である。音節に対
して拍という単位が存在する。拍とは，リズムの最小単位のことを言い，1 拍 1 拍は，
いわば観念的な時間の長さが同じである。共通語では1音節が1拍であることが多いが，
「学校」の [gak] と [koː] のように 1 音節が 2 拍である場合もある。たとえば，「学
校」[gak koː] は 2 音節 4 拍になる。 
以上のように日本語のリズムに対し，中国語では 1 文字が 1 音節で 1 拍になるよう






























































process）である音声知覚の自動化機能（automatization of speech perception）と新規






































第 2章 実験的検討 
 

































第 3節 プロソディ・シャドーイング反復課題による改善の効果と口頭再生の向上に 
影響を及ぼす要因（実験 3） 











第 3章 総合考察 
 































































第 4節 今後の課題 
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